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２週間で作成可能な

レポートがストップ高を生む秘訣

つの概念によるIRトランスフォーメーション

株主価値指標の一人歩きをさけ、真の価値創造を作り上げるために

未来ストーリーによる株式投資家との共創
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1
ストップ高
事例
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弊社レポートの特徴

最新事例：㈱エルテス 3967

株価チャート 株価

150円上昇
のストップ高
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3/17 引け後
実質10ページの
ショートレポート開示

その後も
レポート発行
日終値843
円を大幅に
上回る水準
で推移

日付 始値 高値 安値 終値 出来高

3/8 815 815 803 806 7,500

3/9 808 843 808 842 17,500

3/10 857 857 825 825 20,100

3/13 825 825 801 815 12,200

3/14 815 815 786 790 11,300

3/15 790 793 777 785 16,600

3/16 784 784 750 784 32,300

3/17 818 855 807 843 59,600

3/20 861 993 861 993 867,500

3/22 1,010 1,052 935 950 1,174,100

3/23 1,028 1,038 921 924 647,600

3/24 954 969 908 932 183,200

実質10頁・2週間で作成可能なショートレポートで
大きな市場インパクトを実現

出来高も
大幅に増大

単位：円、株単位：円
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弊社レポートの特徴

２週間で作成可能なレポートがストップ高を生む秘訣

秘訣 01
３つの要素でアップサイドの根拠を
定性的・定量的ストーリーで提示

秘訣 02

明確なアップサイドの提示

https://j-phoenix.com/wp-content/uploads/2023/03/3967_Eltes_JPR_AnalystReport_JP_20230317.pdf

レポート本文は以下URLをクリックにてダウンロード可能
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弊社レポートの特徴

２週間で作成可能なレポートがストップ高を生む秘訣

未来ストーリーによる企業と株式投資家との共創

つの概念でIRトランスフォーメーションを支援

弊社の哲学が秘訣の鍵

弊社の哲学が２週間で
作成可能なレポートがストップ高を生む
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2
弊社概要と
哲学
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ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社 代表 宮下 修のご挨拶

未来ストーリーによる企業と株式投資家との共創

すべてのステークホルダー
を幸せに

当社は、日本が、不死鳥のように成長する原動力となる
企業の価値創造の支援のため、日米最大手の
大手投資銀行出身者が2003年に創業しました。

「すべてのステークホルダーを幸せに」をビジョンに、
価値の理論、情報数学の理論、心理学の理論を活用し
価値創造支援のフレームワークの開発に取り組んできました。

❸つの概念で
未来ストーリーを可視化

❸つの要素で、顧客価値・社会価値と分断されがちな株主価値に

ついて、鳥の目線で未来ストーリーにまとめ、すべてのステークホル
ダーを幸せにする価値創造プロセスの構想・実践・発信を支援します※。

ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社
代表取締役 宮下 修

たどり着いたのが、定性的、定量的に、シンプルに左の図で示した

❸つの要素で体系化し、未来ストーリーを作り上げる手法です。

企業の定性的な価値創造プロセスを可視化し、同時に未来において
創造される株主価値を一体化して推計するフレームワークです。

ストーリーを作り上げたうえで、後述の「投資家との建設的対話に向け
た具体的アプローチ」で投資家と直接・間接的な対話を通じて、未来
ストーリーを共有するファン投資家層の形成に取り組みます。

早稲田大学政治経済学部経済学科卒業、ロンドン大学CITY校MBA in Finance、
ドイツ・コンスタンツ大学経済統計学部修士
日本証券アナリスト協会 検定会員、米国CFA協会 認定証券アナリスト
日本ディープラーニング協会 E資格 2021 #1

❷Connection

売上高成長率

定性情報 定量情報

1989年 野村総合研究所入社。財務アドバイザリー業務に従事等の調査に従事

1999年 ノーベル経済学賞を受賞したモジリアーニ教授、ミラー教授のフレームワークを
活用する米国コンサルティング会社、スターンスチュワート社の東京支店入社。

2001年 メリルリンチ証券会社入社。投資銀行部門にて、M&A、株式引受、
財務アドバイザリー業務、格付けアドバイス、IRコンサルティング業務等に従事

2004年 AIGコーポレート・ソリューションズﾞ・インクに入社。

2005年 取締役パートナーとしてジェイフェニックスリサーチ入社。（2009年代表取締
役）

2013年 2016年までUTグループ2146の事業開発部門長として上席執行役員を兼務

2019年 2019年に、ITと企業価値の総合アドバイス体系の構築のために東証プライム
株式会社スカラ4845とジェイフェニックスリサーチが事業統合。スカラの
最高戦略責任者を兼務

投下資本利益率

資本コスト

❶Growth

❸Confidence

創業の
思い

ビジョン

分かり易さ
+理論

鳥の目

ファン形成

学歴
資格

履歴ファン投資家と
未来ストーリーを共創へ

先行投資やM&Aは一時的に収益性が低下し株価が暴落するリスク
があります。一方でファン投資家層が形成されていれば、むしろ株価を
上昇させる可能性があり、先行投資を加速する効果が期待されます。
また先行投資のための資金調達も容易となります。

こうした取り組みにより、ファン投資家と未来ストーリーを実現を共創す
る体制の構築をご支援いたします。

先行投資
加速

未来投資
資金調達

つの概念でIRトランスフォーメーションを支援

※：将来的には人的資本価値の創造プロセスも統合する予定です。
定量情報で未来の株主価値を推計し、

顧客価値・社会価値と株主価値を一体化
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会社の概要と特徴 東証プライム上場企業のグループ企業

IRトランスフォーメーション＋価値創造のデジタル化

価値創造のデジタル化を
支援

当社は、2019年に中期経営計画の策定を
支援した
IT企業、㈱スカラ（東証プライム、4845）と
価値創造支援と価値創造の
デジタル化をワンストップで
提供する新しい事業展開を
進めるために事業統合しました。

超過利潤法による企業価値分析およびIRコンサルティングの第一人者。数多くの上場会社に
対して企業価値経営の導入コンサルティングを実施。中期経営計画策定支援多数

事業内容 ：
超過利潤法によるIR支援・調査・
経営コンサルティング・投資ファンド向け
銘柄発掘支援

所在地 ：
中央区日本橋茅場町1-8-1
茅場町一丁目平和ビル９F

設立 ： 2003年5月

代表取締役 ：
宮下 修、米国CFA協会認定アナリスト
JDLA Deep Learning for ENGINEER 2021 #1 
合格者

資本金 ： 1,000万円

ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社

スカラグループは、IT / AI / IoT を中心に、ECプラットフォーム、HR・教育、保険、官民共
創・コンサルティング、および投資・インキュベーションまでの幅広い事業領域を手掛けています。
同時に、海外の成長を取り込むため、グローバル展開を進めています。また、顧客企業やパー
トナーと共に、社会問題の解決につながるビジネスの共創にも挑戦しています。

事業内容 ：
IT / AI / IoT 事業、ECプラットフォーム事業、HR・教
育事業、保険事業、官民共創・コンサルティング、投資・
インキュベーション事業、グローバル事業

所在地 ： 東京都渋谷区渋谷2-21-1 渋谷ヒカリエ17F

設立 ： 1991年12月

代表取締役 ： 梛野 憲克 博士（人工知能）

資本金 ： 1,781百万円

株式会社スカラ 東証プライム[4845]

CEO、CFO、CTOを
ワンストップで支援

上場企業の価値創造経営支援による
投資家・CEO・CFO・CSOの価値観と

大企業向けSaaS/ASP、DX支援による
CTO・IT/AI/IoT開発者の価値観の

双方を考慮した支援をワンストップで
行う体制を目指します。

IT・AIエンジニアと
弊社アナリストが
連携

JPR代表の宮下は、日米の証券アナリスト資
格に加えて、日本ディープラーニング協会のAI
のエンジニア資格、E資格を取得しています。

そうした知識を活用して、証券アナリスト、AI
エンジニアが連携した、価値創造プロセスのデ
ジタル化、AI化の支援を目指します。

弊社アナリスト IT・AIエンジニア

スカラと
統合

CFOも
CTOも

E資格

＋
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アドバイス・サービスメニューの概要

未来ストーリーの意味と価値

Connectionは、戦略とビジネスモデルを表現します。
ストーリーの「見せ場」「配置」に関連します。
関連性の高い定量情報は投下資本利益率※1です。

すべての定性・定量
情報をストーリーにし
つながりを可視化

投資家、社員に
とっての意味と価値

株主価値指標の
独り歩きリスク
を回避

経営幹部・社員にとって、戦略・ビジネスモデルと
株主価値の関係が明確になり、経営幹部・社員の
価値創造活動に対する理解の深み・質が増大します。
社員の心がこもらない「指標の一人歩き」リスクを回避できます。

❶Growth→売上高成長率

Connection→投下資本利益率

Confidence→資本コスト

Growthは、価値観・志、世界観を表現します。
ストーリーの「テーマ」「はじまり」に関連します。
関連性の高い定量情報は売上高成長率とします。

Confidenceは、持続可能性やESGを表現します。
ストーリーの「到達点、結果（終わり）」に関連します。
関連性の高い定量情報は資本コスト※2です。

❷

❸

経営幹部・社員が戦略と株価の関係を理解

IR資料や証券アナリストレポートで、未来ストーリーを軸に
未来の成長価値を定量化して株主価値を投資家に提
示することで、投資家は、時価総額の潜在的なアップサイ
ドポテンシャルが把握できます。

投資家が潜在的なアップポテンシャルを容易に理解

※1：投下資本利益率は、英語の略称では、ROICはReturn on Invested Capital

※2：資本コストは、ここでは、WACCは、加重平均資本コスト（Weighted Average Cost of Capital) を用いる。銀行や社債投資家、株主の要求するリターンの推計値

仮に10年後の成長価値が株価に織り込まれたら、
どの程度のアップサイドポテンシャルがあるのか？

理解の
始まり

見せ場

収益安定性
社会貢献

アップ
サイド

戦略と
株価

❶

Growth
売上高成長率

Connection
投下資本利益率

❷

Confidence
資本コスト

❸

未来
ストーリー

株主価値
をビルトイン

こうした価値創造のサイクルをGCC経営TMと命名

３つの概念で未来ストーリーを可視化し
株主価値をビルトインした構想・計画・実現する

GCC経営TM
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3
プロダクト
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企業の7つのニーズと対応するプロダクト

プロダクトの概要

企業の7つのニーズ プロダクトラインナップ 金額

世界の一流投資家に誇りを
持てる戦略策定ノウハウを得たい

インナーブランディング＆
中計支援プロジェクト

500～
1,000
万円 一回

世界の一流投資家と建設的
な対話ができるようになりたい

ディープ証券アナリストレポート 250万円

一回

世界の一流投資家に
認知してもらいたい

メディアム証券アナリストレポート
ショート証券アナリストレポート

125万円

一回

50万円

一回

多くの日本の個人投資家に
認知してもらいたい

ブリーフィングメモ
証券アナリスト動画ー解説編

30万円

一回

経営トップの株主価値に対する
考えを動画で理解してもらいたい

証券アナリスト動画ー対談編 20万円

一回

毎月の市場動向と自社の評価を
比較類似会社との株主価値
との比較で理解したい

JPRクラブ（仮称） 5万円/月

価値創造プロセスをデジタル化、
AI化したい

価値創造デジタル化・AI化
PoC※1・実装プロジェクト

要相談

世界への
誇り

建設的
対話

一流投資家
認知

個人投資家
認知

経営者の
印象UP

株価評価
把握

ティーチング
＆コーチング

レポート

レポート

レポート
or 動画

動画

レポート

機関投資家

機関投資家

機関投資家

個人投資家

経営トップ

IR担当者
株価動向

デジタル化
AI化

弊社コンサルタント
証券アナリスト

IT/AIエンジニア

PoC
実装

※1：PoC（Proof of Concept：概念実証）とは、新たなアイデアやコンセプトの実現可能性やそれによって得られる効果などについて検証すること
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インナーブランディング＆中計支援プロジェクト

プロダクト概要

企業のニーズ プロダクト

世界の一流投資家に誇りを
もてる戦略策定ノウハウを得たい

インナーブランディング＆
中計支援プロジェクト

ティーチング
＆コーチング

機関投資家

ゴール 経営幹部が株主価値の理論、価値創造の意味や価
値を、株主の視点で表現可能になる

プロセス

顧客、取引相手のみならず株主に対しても社員が誇り
に思う、「心のトランスフォーメーション」につながるイン
ナーブランディングを確立し中期経営計画を作成する

インナー
ブランディグ

手法

JPRのコーチングにより、価値観・世界観、戦略・ビジネス
モデル、持続可能性について株主の視点で定性的、定
量的に表現

レポート
作成関与

JPRのティーチングにより、参加者が株主価値について
理解し、自社の株式市場でのポジショニングをイメージ
できる

成果物 社内限
レポート

経営幹部が表現した価値創造の内容で、50ページほ
どの社内限のディープ証券アナリストレポートを作成

次ページの「２．ディープ証券アナリストレポート」参照

フォロー
アップ

社外公表
レポート

企業は、社内限レポートの内容を中計やIR資料等を
作成して公表

世界への
誇り

中計やIR資料にもとづき、社外公表の証券アナリスト
レポートを作成。日本語、英語でBloomberg等の金
融ベンダーを通じてグローバル配信

金額：250～1,000万円 期間：2～6カ月程度

ファン投資家
の形成へ

別途ご提供する機関投資家リスト等をベースに、別資
料：「投資家との建設対話に向けた具体的アプロー
チ」によりファン投資家層の形成に取り組む

対話
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ディープ証券アナリストレポート

プロダクト概要

企業のニーズ プロダクト

一流機関投資家と建設的
な対話ができるようになりたい

ディープ証券アナリストレポートレポート

機関投資家

建設的
対話

ゴール 定性的、定量的な未来ストーリーを軸に建設的な対
話で貴社への深い理解を示す投資家の数が増大し
コアの投資家層を形成する

プロセス

コア投資家
層の形成

手法 未来
ストーリー

サンプルイメージ

金額：250万円 期間：2カ月程度

一流機関投資家が定性的、定量的に貴社の
深い理解を示す10年後の未来ストーリーを記載した
50ページほどの証券アナリストレポートをJPRが作成。
日本語、英語でYahooファイナンス、Bloomberg、
トムソンロイター、FactSet、日経Quick、IFIS等の
金融ベンダーを通じてグローバル配信。内容をIR資料
を反映する

弊社WEBに多数掲載 https://www.j-phoenix.com/reportlist/

ファン投資家
の形成へ

別途ご提供する機関投資家リスト等をベースに、別資
料：「投資家との建設対話に向けた具体的アプローチ」
によりファン投資家層の形成に取り組む

対話

https://www.j-phoenix.com/reportlist/
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メディアム・ショート証券アナリストレポート

プロダクト概要

企業のニーズ プロダクト

世界の一流投資家に
認知してもらいたい

ミディアム証券アナリストレポート
ショート証券アナリストレポート

レポート

機関投資家

一流投資家
認知

ゴール 世界一流の投資家に認知してもらい、将来のコア
投資家の候補のあたりをつける

プロセス

コア投資家
層の形成

手法 未来
ストーリー

サンプルイメージと内容

金額：125万円 50万円 期間：１カ月、2週間程度

一流機関投資家が定性的、定量的に貴社の
深い理解を示す10年後の未来ストーリーを記載
した10ページほどの証券アナリストレポートをJPR
が作成

ディープレポートと同じベンダーでグローバル配信

ディープとの比較

項目 内容 ディープ メディアム ショート

表紙 全体のまとめ 1p 1p 1P

会社概
要

会社概要、株価チャート
簡単な会社説明
事業ポートフォリオ
四半期・年次財務の説明

5p 2p 2p

サマリー
目標株主価値
モデル
GCCの概要

3－4p 3－4p 3－4p

未来ス
トーリー

次ページのGCC経営分析による「未来ス
トーリーの内容」に基づいて以下を作成
• まとめと株主価値構造、財務モデル
• Growthストーリー
• Connectionストーリー
• Confidenceストーリー

20P 9p 3p

ROIC
分析

過去の実績と今後の展望 2p 2p -

外部分
析

PEST ５フォース ５－６P ２ｐ ー

比較類似会社分析 会社ごと1p ー ー

合計実質ページ数 50ｐ 20P 10P

ファン投資家
の形成へ

別途ご提供する機関投資家リスト等をベースに、別
資料：「投資家との建設対話に向けた具体的アプ
ローチ」によりファン投資家層の形成に取り組む
ミディアムではさらに投資家面談をセット

機関投資家３－６回、IFA勉強会

対話
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メディアム証券アナリストレポート+投資家面談

プロダクト概要

弊社がご支援できる投資家へのアプローチ手法

ターゲットリストを証券会社
経由でアプローチ依頼

機関投資家

証券会社経由

富裕者層を多数顧客に抱える
独立証券アドバイザー（IFA）
と連携して直接IRイベントを
企画

個人投資家

IFA経由金融ベンダー
情報経由

FactSetなどの株主データから
比較類似会社の
機関投資家などをリスト化
（JPR顧客には分析結果を提供）
してアプローチ

３－６件
IFA20－30名

ZOOM会議
３社共同
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ブリーフィングメモ＆証券アナリスト動画‐解説編

プロダクト概要

企業のニーズ プロダクト

多くの日本の個人投資家に
認知してもらいたい

ブリーフィングメモ
証券アナリスト動画ー解説編

レポート
or 動画

個人投資家
認知

ゴール 個人投資家において定量的、定性的に未来ス
トーリーを理解した層を形成する

プロセス

個人
投資家ファン

手法 未来
ストーリー

サンプルイメージ

金額：30～50万円 期間：メモ作成１週間程度、動画作成１週間

簡単に未来ストーリーをまとめ、定量的なターゲッ
トの株主価値を可視化したメモを作成。顧客企
業や弊社サイトで公開

その内容を簡単に解説する動画をYouTube
で公開

ブリーフィングメモ

個人投資家

ファン投資家
の形成へ

別途ご提供する機関投資家リスト等をベースに、別
資料：「投資家との建設的対話に向けた具体的ア
プローチ」によりファン投資家層の形成に取り組む

対話

自社YouTubeチャンネル
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証券アナリスト動画ー対談編

プロダクト概要

企業のニーズ プロダクト

経営トップの株主価値に対する
考えを動画で理解してもらいたい

証券アナリスト動画ー対談編動画

ゴール 経営者の株主価値に対する考えをよりイキイキ
と投資家に理解してもらう

プロセス

考えを
理解

未来
ストーリー

サンプルイメージ

金額：30～50万円 期間：動画作成2－3週間

簡単に未来ストーリーをまとめ、定量的なターゲッ
トの株主価値について対談

対談動画をYouTubeで公開

自社YouTubeチャンネル上場企業の動画IRサイトを運営する事業提携先の
株式会社IR Robotics様を通して発信

経営者の
印象UP

経営トップ

ファン投資家
の形成へ

別途ご提供する機関投資家リスト等をベースに、別
資料：「投資家との建設的対話に向けた具体的ア
プローチ」によりファン投資家層の形成に取り組む

対話

手法
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JPRクラブ（仮称）

プロダクト概要

企業のニーズ プロダクト

毎月の市場動向と自社の評価を
比較類似会社との株主価値
との比較で理解したい

JPRクラブ（仮称）

ゴール 貴社の株主価値の相対的な評価、ポジショニン
グの時系列変化を月次で理解しIR資料に反
映し、投資家との対話を建設的にする

プロセス

株式市場
評価の理解

月次レポート

サンプルイメージと内容

金額：５万円/月（年間契約） 期間：申し込み後２週間で提供開始へ

貴社の株主価値の相対的な評価、ポジショニン
グの時系列変化を右表内容で毎月レポートで
JPRが作成して貴社に提供

株価評価
把握

レポート

項目 内容

主要な株価
指数動向

日経平均、TOPIX、ジャスダック指数、マザーズ

個別株動向
貴社及び競合企業のIRイベントと株価動向。
ターゲット株価と時価総額の動向の変化

個別株ROIC
WACC分析

貴社及び競合企業のROIC・WACC分析

個別株
超過利潤レポート

貴社及び競合企業の株主価値構造分析
（超過利潤分析）レポート

ファン投資家
の形成へ

別途ご提供する機関投資家リスト等をベースに、別
資料：「投資家との建設対話に向けた具体的アプ
ローチ」によりファン投資家層の形成に取り組む

対話

インパクトホールディングス株式会社御中

2022年11月18日終値ベース、発行日2022年11月24日超過利潤法による企業価値分析レポート

ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社~経営者と社員と投資家を価値創造でつなぐ

6067 証券コード

Copyright © J-Phoenix Research Inc. All rights reserved.

本資料には予想・見通し・目標・計画等の将来に関する事項が含まれております。これらは当社が本資料作成時点において入手した情報に基づく、当該時点における予測等を基礎として作成されております。これらの事項には一定の前提・仮定を採用しており、一定の前提・仮定は当社の主観的な予想を含むものも含まれております。また、

様々なリスク及び不確実性により、将来において不正確である事が判明し、あるいは将来においてこれらの予想は実現しない事があります。その為、本資料に掲載されている予想・見通し・目標・計画等の将来に関する事項について、当社はそれらの情報を最新のものに随時更新するという義務も方針も有しておりません。同時にその内容の正確

性、完全性、公平性及び確実性を保証するものではありません。従いまして、本資料を利用した結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負うものではございません。問い合わせ先：http://j-phoenix.com/contact.html

page 1/2

ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社~経営者と社員と投資家を価値創造でつなぐ

成長シナリオ次第で、株主価値は562億円。バリューギャップは268億円。アップサイドは最大1.9倍。

貴社を投下資本、超過利潤価値、成長価値などに分解する超過利潤法によって分析した。業績や将来見通し、中期経営計画などをベースに試算した結果、株主価

値は562億円と推計することが可能である。５年程度で売上高が300億円、営業利益が60億円、10年程度で売上高が513億円、営業利益が103億円、投下資本

の売上高比が現在の45.7%で一定推移となる前提である。株主価値と時価総額のギャップは268億円であり（時価総額の91%）、期待形成によってはアップサイドあ

り。

FALSE

５年後の売上高が300億円、営業利益が60億円となる前提等で、成長価値は390億円と推計。

直前四半期末の投下資本は73.2億円、投下資本/今期売上高の比はⒶ45.7%と推計。有利子負債等を差し引いて非事業資産を加えた株主

資本は48.1億円と推計。[株主資本＝投下資本-有利子負債等＋非事業資産]

今期の税引後営業利益（NOPAT）は約15.2億円、NOPATマージン（NOPAT÷売上高）はⒷ9.5%と推計。Ⓑ÷Ⓐで算出される投下資本

利益率（ROIC）は20.8%となる。

●

●

● 投下資本に対し投資家が要求する最低限のリターン、加重平均資本コスト（WACC）について、JPRは株価、財務戦略、事業リスク等から7.8%

と推計。1円の投下資本から創出する企業価値の割合を示すROIC/WACCは2.7倍となる。

これをベースに今期の超過利潤を推計すると9.5億円と推計される。今期のEVAの永久価値（超過利潤価値）は超過利潤÷WACCで計算され、

123億円と推計される。

●

①株主資本

②超過利潤価値

●

③成長価値

月商1.5か月を超えた現預金など、事業に投下した資本以外の「非事業資産」は5億円と推計。

●
うち非事業資産

48億円

123億円

390億円

5億円

●

[FactSet、日経Needs、会社開示資料等を利用して作成、2022年11月18日時点]

超過利潤法による株主価値構造とバリューギャップ分析

株主資本＋超過利潤価値=171億円[分析時点の時価総額294億円の0.6倍]

現時点では、時価総額は、2025年12月期までの3年分の成長価値を反映。
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[単位:億円]

成長価値

＝最大1.9倍8,367円/ 4,380円最大アップサイドポテンシャル  

超過利潤分析 WACC

株主価値指標と株価分析

ROIC分析

手法

IR担当者
株価動向



19
J-Phoenix Research Inc   All Rights Reserved.Ⓡ 2023

価値創造デジタル化・AI化

プロダクト概要

企業のニーズ プロダクト

価値創造プロセスをデジタル化、
AI化したい

価値創造デジタル化・AI化
PoC・実装プロジェクト

ゴール 価値創造プロセスをデジタル化、DX化、AI化

プロセス

価値創造
DX・AI化

手法

データ
体系化

金額・期間等：要相談

PoCに必要なDIKWに関係する非構造データ、
構造データをそのまま格納する「データレイク」に
情報を集約し、価値創造の因果関係を推論

株価評価
把握

証券アナリスト AIエンジニア

価値創造プロセスの中で最重要プロセスの
Data・Information・知識(Knowledge）・知恵
（Wisdom)の現状と及びあるべき姿を洗い出し

DIKW
のあるべき姿

未来ストーリーの持続
可能性のある発展を
実現する
DIKWのあるべき姿と
ギャップを把握

PoC
概念化された因果関係により、価値創造プロセ
スを支援する、データ入力、推論エンジン、データ
アウトプット構造、知識の構造化、知恵の蓄積
サイクルを構想し、その効果をPoCで検証へ

実装
PoCで効果が検証されたDIWKの仕組みを実
装へ

必要に応じて、上記のプロセスで強みを持つAI・IT企業と柔軟
に提携しプロジェクトを推進
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すべてのステーク
ホルダーを幸せに

理論的かつシンプルな可視化で
投資家と企業・他のステークホルダーが

分かり合える世界へ


